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機械器具（18） 血圧検査又は脈波検査用器具 

一般医療機器 一般的名称：アネロイド式血圧計 JMDNコード：16156000 

アネロイド血圧計 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

１．外観図   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．組成 

①メーター本体（ポリカーボネイト） 

②腕帯（ナイロン）  

③ゴムノウ（ラテックスゴム）：腕帯に内蔵） 

④ゴム球（ラテックスゴム） ⑤専用ケース 

 

【使用目的又は効果】 

本製品は、アネロイド式圧力計内蔵の非観血式の血圧を計測す

る機器である。 

・測定範囲：0～300 mmHg 

・測定精度：±3 mmHg 

 

 

 

 

 

 

 

【使用方法等】 

１．上腕動脈部に、腕帯をずれないように巻く。 

２．指針が 0ゾーン内にあることを確認する。 

３．エアバルブ（ゴム球の上のネジ）を締める。 

４．ゴム球をポンプ操作して加圧する。 

５．エアバルブをゆるめて少しずつ減圧しながら聴診器(別途 

用意)にてコロトコフ音を聴き、コロトコフ音が聴こえ始め

た時の指針の値を最高血圧値、最後に聴こえた時の指針の

値を最低血圧値として読み取る。 

６．測定終了後、すべての部品をケースに収納する。 

 

【使用上の注意】 

１．測定以外の目的には使用しないで下さい。 

２．傾斜、振動、衝撃などのない場所で使用して下さい。 

３．落としたり、乱暴な取り扱いはしないで下さい。 

４．メーター保護のため、使用後はメーターを腕帯にくるんで

ケースに収納して下さい。 

５．この製品はラテックス（天然ゴム）を使用しています。     

ラテックスはかゆみ、発疹、むくみ、発熱、呼吸困難、血

圧低下、などアレルギー症状を起こすことがあります。こ

のような症状を起こした場合には、直ちに使用を中止し、

医師に相談して下さい。 

６．MRI等、強力な磁気の発生する場所で使用しないで下さい。

（磁気の影響で、ゲージの表示度精度が保証されません。） 

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管は高温、多湿、直射日光を避け、常温で適切な管理をし

て下さい。 

 

【保守・点検に係る事項】 

１．測定器のため定期的な点検を行い、精度と安全性を保って

下さい。 

２．腕帯、ゴム球は繰り返し使用され、また人体に接触する 

付属品です。 

汚れた腕帯は洗浄する等、衛生面に注意して下さい。 

３．メーター本体は滅菌しないで下さい。カフ（チューブ）、 

ゴム球（エアバルブ）は加熱又は蒸気による滅菌はしな

いで下さい。 

４．ゴム部品は、長期間使用すると劣化（亀裂等）を起こ 

します。劣化が認められた場合には、交換して下さい。 

５．他社部品の使用は、事故やトラブルの原因となる場合 

があります。修理や部品の交換は、当社純正品を使用 

して下さい。 
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【警告】 

＜適用対象（患者）＞ 

・腕部に重度の血行障害のある人は、必ず医師と相談の上、使用

して下さい。体調不良を起こすおそれがあります。 

・糖尿病、肝臓病、動脈硬化、高血圧症などで末梢循環器障害の

ある人は、上腕の血圧値に差がでることがあります。必ず医師

と相談の上、使用して下さい。 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

・自身で測定する場合は、測定結果の自己判断、治療はしない

で下さい。医師の指導に基づいて測定し、診断を受けてくださ

い。薬剤の服用も医師の指示に従って下さい。 

・傷など未治癒の腕や治療中で点滴静脈注射や輸血を行ってい

る腕の上に、カフを巻かないで下さい。[怪我や事故を起こすお

それがあります。] 

・10mmHg以上加圧した状態で 10 分間以上装着しないで下さい。 

[末梢神経の損傷などの可能性があります。] 

 ・病院内の麻酔ガスなど、可燃性のガスの近くで使用しないで下

さい。[引火の可能性があります。] 

 ・病院内の高圧酸素室や酸素テント内など、高濃度酸素下では使

用しないで下さい。[発火の可能性があります。] 
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